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概 要

NEBULA作業のまとめ
今日の報告も detailに入りすぎている感はあるが、発生した問題を共有することに意義がある

と思って気にせず書き連ねる。

1 HIMAC HV setting

HIMACで使用した NEUT5本について現在行っているゲイン調整とは別に HIMAC実験時の HV

設定を使って、宇宙線ランを行った。

NEUT ID 宇宙線ピーク [ch]

229 780.9

128 700.3

230 786.4

228 752.2

130 758.1

Table. 1: HIMAC HV settingでの宇宙線ピーク

これらのモジュールは横置きでの宇宙線ランがあるため、エネルギー較正の際にTの情報を使わず
に以下の 4点が取れる

• ペデスタル

• Am-Be

• 横置き宇宙線ラン

• 縦置き宇宙線ラン

他のモジュールは 3点である。※もちろん、HPCゲートでもっと点を増やすことは可能

2 クレーンとノイズ

クレーンを操作している際に、クレーンのガタンという大きな音と同期してオシロスコープで見て
いたPMTの出力波形が大きく乱れた。現在は壁配電盤から電源を取得しているためそのノイズが乗っ
たと考えれる。本番はAVRからクリーン電源を取得するため問題はないと考えているが、一度テスト
した方が良いかもしれない。
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3 AVR工事

AVR工事が終わったため、本番用の電源を使うことができる。SAMURAIピットから通路にケーブ
ルが伸びる点だけ気を付ければ良い。

4 アテネーター

HIMAC実験時 80MeV=2000chでPMTがサチッて?タイミングがずれる現象が起きているため、現
在は 6dBのアテネーターを使っているが、これを外せばダイナミックレンジが丁度 160MeV=4000ch

になる。ただ、アテネーターを単純に外すとDelay Boxから信号が来ないので 0dB?のアテネーター?

が必要。

5 Babirl

Headerにスペース込みで 80文字以上書くと、81文字以降は Enderの文字列が上書きされる。これ
はBabirl上で確認できることからHeaderを読むツールのバグでは無い。ridfもしくはBabirlの仕様？
これ以上深追いしていない。
RebootしたときにRun Numberが 0になる問題も放置している。

6 架台2台目移動

架台 2台目 (NEUT 3xx, 4xx, VETO 2xx)を架台 1台目の手前、ビーム軸最上流へ移動した。QDC

につなぐケーブルの長さが足りないため、二台同時のテストは行っていない。現在は二台目のしでデー
タ取得をしている。

7 結線チェック

7.1 他のチャンネルからもTが見える

Tcal用のTDC calibratorからの STOPシグナルをTEST端子を使ってデイジーチェーンにしたま
ま送り続けていた。こんなアホなミスはしないようお気を付けください。

7.2 VETO 8ch目以降が見えない

架台二台目用の CRATE 3の.vstaがVETOの部分が

PAT 0b000011111111

になっていた。正しくは

PAT 0b0000111111111111

CRATE 2の.vstaは間違っていなかった。
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8 V775のDRDYが点滅しつづける

架台二台目の Tcalを行っている際、NEUT2xx用の V775の DRDY LED1が Tcal時に点滅しつづ
ける。この時、このV775にはストップシグナル用のケーブルはつながっていない。他の架台 1台目用
のV775は点滅しない。架台二台目用のV775はストップが入っているので当然光っている。なぜこう
なるのかよく分からないが、プライオリティが低いので今のところ放置。

9 PMT 320U 死亡

PMT 320Uのみパルスハイトが異様に低い。電圧印加時の電流の値も他と比べて常に 100µA程度
高く明らかに挙動がおかしい。ケーブル、HVボードの可能性等は全て潰し、PMTそのものが原因と
考えている。交換予定。

10 .mapの書き方

最後の行に改行が必要。つまり、最後の IDの下の行にカーソルが動く状態にする必要がある。そう
しないと最後の IDのヒストグラムが見えない。

11 PMTのプラスパルス

前々から認知していたプラスパルスについて少し調べてみた。その結果、PMTのアノードのうち一
つを V895に入力すると、もう片方のアノードからプラスパルスが出現することが判明した。これは
V895のソフトウェア的な設定や、空いている端子のターミネートの仕方、クレートの電源が入ってい
るか等に依存しない。単純にV895の INPUTにつなぐ限りプラスパルスが出現する。これ以上の詳細
は追っていない。

12 ペデスタル

QDCに入力用のケーブルをつなぐとペデスタルは 100ch程度低くなる。

12.1 ペデスタルの変動

ペデスタルは確実に変動している。おそらく壁コンからの電源ノイズ。周りでクレーンを操作して
いた時、ペデスタルはシグマで 2倍くらい太くなっていた (チャンネルによる) 夜、あまり人がいない
時にペデスタルランを行うとペデスタルは細くなるのではないかと考えている。そのうち試す。

13 R7724のアノード接続様式

サンプル調査した。対象 : 320U, 321U, 418U その結果より、
と推測される

1DRDY LED : アウトプットバッファーに少なくとも 1イベントある時光る。また、電源をいれた時も光る
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NEUT 1xx ハリガネ
NEUT 2xx ハリガネ
NEUT 3xx ハリガネ
NEUT 4xx 同軸ケーブル

Table. 2: HIMAC HV settingでの宇宙線ピーク

14 ECL Delay 1台故障

RPV-090-23が故障していた。一通り試したが、一向に信号が出力されない。

15 V775 1台故障

TDC V775 ser.1763の ch19のFRS(Full Scale Range)がおかしく見える。V775のFRSは 1モジュー
ルで一つの値しか設定できない。ソフトウェア上で 1チャンネルだけ FRSを変えることは不可能一通
り試したが、改善されない為他のモジュールと交換

16 V895の出力が二重になる/太くなる問題

Tcal用のデイジーチェーンの仕方によって V895の出力が二重になったり、太くなったりする。デ
イジーチェーンの仕方を変えると正常に戻ったり、異常が見られたりするモジュールが変わる。法則
性が分からない。チェーンの末端をターミネートすると異常が見られるようになることもある。。ま
た、デイジーチェーンを逆から回すと全チャンネル正常になった。TEST端子を使わずに 1chずつ調
べればTEST端子が悪いのか、モジュールそのものが悪いのかの切り分けが可能。試験的に数チャン
ネル試したが、問題は見られなかった。まだ、全数検査はしていない。その振舞からTEST端子が悪
いと睨んでいる。この問題は架台一台目ではうっかりスルーしてたが、ヒストグラムで確認する限り
架台一台目でも確実に発生していた

17 ブレーカー落ちた

壁の配電盤 (30Aブレーカー)からVME CRATE 3台、NIMビン二台、PC二台、HUB1台で普段
データ取得を行っている。さらにVME CRATE1台をONにしてデータ取得したところ数分でブレー
カーが落ちた。普段の設定でクランプメーターで測定すると 29Aくらいだった。HV側は 5.5A程度。
蛍光灯を繋いだ時は表示上 30Aを越えていた。今はつなぎ方を変えてもっと余裕を持たせている。

18 VME CRATEの電流値

VME CRATEの電流値を CRATEの液晶の表示で調べた。分かったこと。ブレーカー越しにつな
がっているHVクレートの印加電圧、電源のON/OFFに依らないDAQが動いている/動いていない
に依らないブレーカーからの電源の取り方に依らない
またその実測値は計算で出した値と 1割程度の精度で一致した。
計算上、CRATEの仕様上の電流値に肉薄するモジュールの挿し方はNEBULAではおきない。VME

は。
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Fig. 1: 二重

Fig. 2: 太い
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Fig. 3: 宇宙線ラン
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Fig. 4: Tcal ラン
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Fig. 5: Tcal ラン
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19 NIMビンの電源容量

一方、NIMビンは用意にその限界に到達し得る。以前、ECL NIM CONVERTERの出力がおかし
い原因がNIMビンの容量不足であるという問題があった。そのNIMビンの電流値を計算してみると
→ Fig. ??

Fig. 6: NIM ビン計算結果

そもそも 2-FOLD COINCIDENCE 8台の時点でアウトという結果になる。実機で電圧を調べてみ
ると、
深刻な電圧降下などは起きていない (以前の報告通り)。このように NIMビンはすぐに限界になる

ので注意が必要。ちなみに、現在の NEBULA横の可動式 19インチラックで使っている NIMビンは
REPICの大容量のものである。一般的にはもっと容量が小さいNIMビンも広く使われている。
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+24V 24.02V

-24V -24.03V

+12V 12.03V

-12V -12.03V

+6V 6.02V

-6V -5.926V

Table. 3: HIMAC HV settingでの宇宙線ピーク

20 VME/NIM Calculator

その流れで宣伝。VME/NIMモジュールの電流値を計算するWEBツールを作った。
http://be.nucl.ap.titech.ac.jp/~sako/VME/

何も理解していない JavaScriptでやっつけで作ったが期待した動作は行えている。追加してほしい
モジュールがあれば伝えてください。できればマニュアルと一緒に。
NIMモジュールの仕様を調べてくれた西君に感謝します。

21 NEBULAのANAPAW環境

本当は色々な人が使う (であろう)NEBULAのANAPAWは弄りたくなかった。だが、最近デフォルト
環境で使うのに我慢できなくなったので独自のコマンドにエイリアスをかけるようにした。マクロの引
数などとバッティングすると暴発するので気をつけてください。これを回避するには.analogon.kumac

から実行する ini.aliasをリネームして analogonしたユーザー毎に別のエイリアスで動くようにすれば
良い。

22 HPC

HPCホルダーの試作品は既に届いている。
磁石が届き次第マウントテストしたい。マウントの際には人手が必要。3人くらい？

22.1 マウント位置の案

この図の通りに既に架台にマーキングをしている。この位置で特に干渉することもなく設置できる
と考えている。ただ、架台間にHPCを設置するときは狭いので結構大変。架台の隙間に一人入って上
から順に設置することになるか、もしくはクレーンを使う予定

22.2 HPCに関する注意点

以下、小林さんから聞いたHPCに関する注意点のメモ。

• HPC間をつなぐフラットケーブルはあり合わせの物で作った。改めて作りなおす必要がある。

• HPC間をつなぐ青いガスのチューブは外したらアルミホイルで覆う。

• 設置の際には絶縁すること-ホルダーの設置面がデルリンなので問題無し

• HPCの配線は小林さんたちが行う。
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※HPC設置前に PMT320Uの交換作業が必要。

23 現在の状況

ゲインカーブ構築の為の宇宙線ランを実行中。

11


